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「６月３日（いのりの日）」を前に地元の方々と共に

草刈りを実施しました！！

１ページに収まら
ない方は、様式２
に作成して下さ

  
   平成３年６月３日、大火砕流によって４３名の尊い命が犠牲となりました。 
   毎年、６月３日を「いのりの日」とし、追悼の行事が行われています。 
   さる５月２５日（土）、「いのりの日」の会場となる「北上木場農業研修所跡」や「定点」での草刈り作業が、 
地元町内会、遺族の方々、消防団員、島原市、建設業者、雲仙復興事務所職員等総勢約５０名が参加し 
実施されました。 
   初めて大災害の現場を目の当たりにした職員も、火砕流・土石流災害の規模の大きさ、進む復興事業を実 
感しながら、黙々と鎌で草を刈っていきました。 
   大きな災害を経験しながらも、島原を愛し復興に尽力してこられた地元の方々と一緒に活動することで、 
雲仙復興事務所も、地域の一員として大きな役割・責任を担っていることを改めて感じさせられました。 
 これからも雲仙復興事務所は地域に密着した活動を行っていきます！！  
 
 ※「定点」とは 
    雲仙普賢岳の噴火活動を正面から見ることができた地点で、報道関係者が取材のため多くのカメラを 
   設置していた場所です。ここで多くの方が犠牲になられました。 
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